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物 理 化 學 文 献 集
(論交 題 目直後 の括 弧 内 歎 字 は頁,孝 印 は本 誌 に抄 鑠 濟 の もの)
lI.IenriP.e監 しasareRW,,メチ ル ア ζンの 紫外 吸 敦
物 質 構 造 論
原 『F物王粟月匡,ス{=.クトル,X線 レ
放 射 言氤 結最 化 學,立 體 化學 等,
Ann.Pbyaik,PYC1935).
1.aSi｢OH・u・B「恥kL・ 薄 い 鍛 藷 晶 の 生 成 と電 子 線
に よ る研 究(曜;δ)・
Ber.Dtych.chem.,sa(1935).
kohl「SDSC旧(.w.r.巳・.5c1:aR・ ラ マ ン 効 界 構
三窒問 是匚匚 〔VI】〕Cpcln6eandisロ(5?A),
Schmidt`.}∴芳 香 族 炭 棄 環 物 質 に 於 好 る 内 韶 エ ネ ル
ギ ー 開 係 〔V〕 共 鳴 効 果(5δ3)・
ス ペ ク ト ル(829)・
R6snOW5kyl…Irの 人 工 放 射 能(f1?'?).
J.Am,Chem.Soc.,57(1935),
1;iefeldI.P.SHarrisP」:LL,(;nlcimn.liariun皿
Propioiuteの綣 最 構 造`396)・
Grossen.V・&Ag竃u551f.S・9元素91及93のk'ermi
反 應 の 同 一性(91).
ヌ照onL・E・&IE了acko'idr・α ・ 左 記 物 質 分 干 構 造
の 電 予 廻 折 研 究 及 共 結 果 の 懸 用(1)C「,,OFz・
ニ メ チ ル エ ー テ ル 及1,聖niOX6h。 及(2)驩 化 メチ
ル ・駈 化 メ チ レ ン 及 ク ロ ロ ホ ル ム ・(473)・　
ScLmidtO帰芳 香族 炭 素嘆 物質 に 於 け る内 部 エ ネルIJ.Che皿.Phys..3(1935).
ギ ー關 係 〔【v〕距 離 の 法則(356)..
Compt,rend.,YOO(1935).
SittoK・・人 工放 射 能 原 理 に 關 す る考 寮(308)・
.Gen[rerW・,Y線に よ る 后eの 崩壜 ・ 放射 中性 子 .の
吸攻Y線 の有 効 貢 積(3工0)
D畫㍑ α ・tl:aflv>[.:1・… ぺ ・(恥 呻h・n蜘ben)
の ベ ンゼ ン溶 液 及 周 態 に 於 け る餐 光 の ス ペ ク ト
儿(..ｰ.Afl)・
S匚・snowskil門金 の刺 競 さ.れた る人 工 放 射 能 及 そ の
放 射 謀 の 複 雑 性(391).
Sα5nowskyL.,中性 子に ょ:わ刺戦 され た る 白金 の 放
射 能 性(946)・
PerrinF',el}ll脳・・R".M・・二 三 の 核1二よ り灘
中性 于 の遘iF的植 獲 の理 論(450).
i,eeebvrel・・,分子 の 磁氣 重屈 折及 電 氣 能 崋 の黙 的 變
牝(Ba4).
Bou驚A.,無水 メタ燐 酸 チ ト リウム のX線 的 研 究
(Eiy)・
Aug町P・ 宇 需 綟 の 吸 取(i33).
E「喞aJ・ct'MolieヒR・分子 内 異性 化 と赤 外 線 吸 收
スペ ク トル(8la〕・
1曜SCOA・9液瞼 ガ ス及 溶 解 ア ム モ 轟 アの 吸 收 帶 の
携 逡(8i").
Yreiswerkl㌔ll3燗…子1二よJ荊 戟 さ}t.たる 放 射figに
開 寸 る實驗(S27).
;Cnn・anA・1LE、 ア セ ト ン蒸 氣 の 連 紫 外 吸 敦 ス ペ
ク トル(131)・I
lLlardM・&llnnningT,.,對構.=趣 小 の エ ネ ル ギ ー
水 準,N113及 びHl.レ1,.分xへ の 鷹 用(1a8)・
7.achariacenW・H・・ メ チ ル ア ル コ ー ル の 液 燧 溝 造
(15fi).
HnkumotaY・。 二 三 の 多 原 子 分 子 の 光 解 魅(16{》.
TeedD.E.&And【ewsD.1.1.,振 動 摸 型 にaる 研
究 〔1〕ペ ン ゼ ン.ト ル エ ン 及 び ハ ロ ゲ ン 化 フ エ
ニ ー ル(liu) ・
WurmyJ・"..hci[xV・&Aロdrew旨D・ 】Lr帳 動 摸
型 に よ る 研 究 〔U〕ql.1;CI-q5CI轟系 列(180).
¥ielsenH・II・・結 晶 内 の 分 子 の 廻 縛(189).
%ac6criaxnl¥'.H.,硫酸 サ マ リ ウ ム 八 水 化 物 の 結 晶
格 干 に 就 τ(197).
Ploard∫・L・&(ion`】steinL・・C丶Tl鑒Cl,の 結 晶 簿 造
(IAD),
twinsF・∫・・atox.の.結 晶 構 造(20・})・
Hownnl.」.工i.,NH3.Plia.及び:¥rilyの 正 規 鬣 動
鍛 に 就 て("?Oi).
Ey了iag11.&(ier>LinowirzII.,L面oユrlyin(lep.ndent
xの 項 を 以 て す る 籍 合 固 有 瀬 鍛 の 解(??9).
Whel跏d.6・W・,捷 廻 原 子 價 の 方 法 に よ る分 子 の 量













SalstTom∫。&Harrisl一,熔 融 鹽 の ラ マ ン ス ペ .クト
ル(241).




nitTateのラ マ ン 効 果(63>
M醐ardL.昌 卜 口sダ ン の ラ マ ン効 果(136)・
CUEruア1㍉ フ{Vオ レ シ ン の 婚 合 に 於 け る 吸 敦 及 螢1
.光の 偏 光 に 對 す る 温 度 の 影 響(1δ5). .
」.Phy8.Che皿 。,39.(1935)・
NVeiscr.H・B,&.Milliganw・o.含水 酸 化 物 のx
線 研 究 〔Vtl〕酸 化 纎(鮨)・.
N良ture,155(1955),・
lltLennanJ.C.,GritnmeltLG.&RcadJ..中性
『子 に よ.つτ 生 す る 人 工 的 放 射 能 性(147)・
　
JlhagavaTitainS・&RaoA・t、9・賦 盤 に 於 け る廻 摶 ラ1
マ・効果に 緲 鰄 憮(150>・1
Grt]ssE・&Vuks:1・ベ ン ゼ ン及 ナ7タ レ ン 結 晶 に
於 け るWin9現 象 とIEUtラー マ ン 効 果(431)・
SugdenS.駟中 性 子 衝 擘 に よ つ て 生 争 る 二 三 稀 有 元 飛
の 放 射 能(469)・.
BrinllTe)'G..W.&1.【oar。F.E..結晶 内 部 の イ 才 ン
變 形 の 磁 蝋 的 測 定(473♪.
LaStleILIIe・餐 樋 有 磯 物 質 の 炭 素 隔ハ ロ ゲ ン 結 含
距 離 の 變 化(474)・
Naturwi83・,2S〔19志5),
H曲 。・G・・P・hltnn・R・匸・・Schl・m・cb・dLr.J,・弗
素 の 赤 外 ス ペ ク トル(1)酸 化 物 一FfO(114).
Wei置erJ.・無 概 物 質 に 於 け るStueknl・Rnman効 梟
(125),(1:aO・)・ 、.・
1PhiL皿ag、,59(1935)・ノ
The"'lisJ・,tOt,thenatnelの結 晶 配 列 〔L?f1).
WootlR.G.,A)'lifteS.H.&C紐盥naneN.M.、 二
三 のDlphenylamlne誘導 膿 の 縞 贔 學 的 及X隷 的
研 究(40S)・
AwbeワJ.H.1原 子核 化 學 に於Vる.公 式 と方 程 式ICIarkC.H.D・.二原 于 分 「Fに對 す る修 正Morsc式
(185}・1の 騨 な4*Ptftth、・Ntる 馴(4・6丿...
　
1"OTnfe]dG・.奪McClaiglT.s(.)の吸 收 ス ペ ク トルITillmanJ・R・.一 元 的 電 子 廻 折(48s)・
(185)・・Phyg.Rev。47(195,)。
SnoveC・P・&.・EastwoodE・・ 吸 收 ス ペ ク トル.法に 於VanceJ .E.&1.lrifFmanJ.R・,L[をの 紫 外 吸 收 帶
け 様 齣 願(186)・1(215)・
1.essheirnHg&.SamtLelR.源 干 價 の 對 縞 合 蹴}ClcmcntsJ.1し 葮 雜 分 子 λ ペ ク ト ル の 振 動 分 析 の
　 ロ
。1鑑 蠕 。。嫐 、嘲 、。。。嬲1。謙 鰹 鬻 飜 。,,。,,。〉
(233)..RosenthalJ・E.・ 對 稽 的 四 原 子 分 子 の 振 動(235).
KnaggsLE.CyatiuricTriaiideの結 晶 構 造(263)・iqarkC・ILD・..Morse南 鮫 の 遏 期 性(239)・
StceLeS・,煽虱 斯 の ス ベ ク トル 及 潜 勢 力(2δ8)・.
sｫnJ・B・ ・ 二 重 電 離 沃 度 の ス ベ ク トル(269)・
}tnbertsonJ・..K・、Cd「蒸 蝋 の 分 于 ス ペ ク トル(308).
RaoK.R.&firuhavnurtyS.G,,Rrnl齟 の 構 造
(30A).
WinadsJ・G6&CmmS・ 、、P・・Cd蒸 鼠 の 分 干 ス ペ
ク ト ル(3{4>
FarkaeL.3,ParkasAリ プ ロ ト ン及 デ ウ ト 卩 ン に
於 け る腫 氣 能 峯 の 比(374♪.
Alic4anoxA,1.,Nic且コ巳ni撮nA.t.&IlielepowB.
S.,..二三 の 放 射 能 元 素 の5・ ス ペ ク トル(392)・
Imaninhis..氣態CJy ,のラ マ ン ス ペ ク1・ル(396)・
EUisC・D・ 逸Henrlerson、、「・」・・ 放 射 能 窒 素 の 週 期 .
(42野)・,.
】tealerDり水 燕 無 の ラ マ ン 効 果(252)・
Die」e`.;.H・&1{!u。R.Wη1皿 レD2.及 に 於 け
るF'u巳c蓴1er帶(2ni)・`
[,axrenceE,て).,¥tc¥lillaoE.&Henders嚠mM.C.,
二 重 子 監二よ る窺 素 の 響 換(273).」
Dlillmaロ」り 僉 屬 リチ ウ ム に 於 け.る.電子 ニ ネ ル ギ 卩
留(.88)・
Biomeh.T・位D[cNillan£・9電 子 電 荷 の 値(321⊃)・
》!樹iU跏E.&Iaorent:F...0"二 重 于 に よ るai
の 榑 換(343,・
1'arAer.a.1㍉>igCl,C"C1及¥[Q.に 於 け る 帶 系
(349).
C卩w「brd,.II.&Jurgensen.T,水素 化 リチ ウ ム の
帶 ス ベ ク トル 〔1〕Li`7」D(3u3)..
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lYcL6G5M・,分子 状 水 素 中 に 於 け る電 子.の彊 悔 散 亂
Dana).
CulLgW,F.,ア 七 チ レ ン に 於 け る 同 位 元 素 効 果
(3ti8).
Seil`【㍉ リ チ ウ ム 金 屬 の 理 黷 的 構 遣({00)・
lfullikenIく.S。,3一ド メチ ル 及 其 他 の 分 子 の 橋 遣,
電 離 及 び 紫 外xペ ク ト'レ(413).
1'rittW,C,,.アセ チ レ ン,Fチ レ ン,及 エ タ ン の
AE紫外 ド 於 け る 吸 收 ス ペ ク ト ル(4壷4)・ ・
McMiU桶E.&LiringstonM,S.,二 重 子 衝 撃 に よ
る累 素 の 人 工 的 放 射 能 性(35a),、.・.
Emcleus<.G.&Du既 ロdackO.Sり 」♂amday暗 界
に 於 け る分 光 學 的 及 び 衝 突 現 象(dro)・
CanVlccAJ・IL,多 原 子 分fの 砠 算 エ ネ ル ギ ー
(S97).
B。mkou..梯 紫 外 の'ξ ラ^リ ウ ム の 鼓 光 に 對 す る
強 電 場 の 影 響(158)・
1'renklerr.,機械 的 分 干 模 型 の 振 動 〔且〕 三 質 點
系(lu3).
Deby。P"液 懺 に 於 け る透 電 的 羮!和及 び 良 由 廻 構 性
の 妨 害(193)・
Iaauee肱 ビYゾ 電 氣 的 振 動 績 晶 のR6nl9。n・L熹匸c
'圏(20S)
・
SicycrE.ILI.齢,ケル 恒 駁 と ラ マ ン 効 果(._〉,.,)・
Proc.S.oy,$Oc.[A],148(1935).
SutherlandG.u.B.}1.趣DennisonD.u..多ISti一
分.rの.Fテ ン シ ヤ ル 函 販(YuO)
('avdnnA..r,.泣PeaceR.w.B.,Nil.1の帶 ス ペ ク
トn」;5713"6246及6424羅 寄(sis),
D(enziesa..C&illills}i.R.,ラマ ン効 果 と温 度 〔1〕
鹽 化 、 臭 化 及 沃 化 ア 亠 モ 吊 ウt.(407)・ ・
rx<P・L・ 雲 跡 法 に よ る 人 工 角trapsmnfalionの貴
驗(63)・
Kle叫1αεro.,h及 びIdhの 放 射 能(c3s)・
CartwrightC.H.&Schwar`M.H..TCの 二 三 の 電
于 的 性 質.とWi!期 の 牛 惇 猛 の 擾 構(64S)
LiparnFLS"ee覧'e隠C・A・,明礬 ゆ 結 咼 構 造(66・り・
110wel1H・G・,渦」Brの 帶 ス ペ ク トル く696)・
&ev.Sci.Inatr.,6(1935).
H・A・B・,原 子 核(5ち})・ ,
Demps[era.∫・,核 變 換 の 表(u:)・
(:whenM・V・,X縁 巒 宋 寫 眞 よ り求 め た る 精 密 格 于
怛 數.(68)r、 、
Trane。Farad,hoc,,ai(1835)9
Sanwelk.&Udl闘n¥L,異 な る 溶 貞奪中 に 於hる 二 三
錆 鹽 の 吸 收 民ベ ク ト ル(4?)・.
G「anヒM・L・ 穏 々 の 溶 飼 中1こ於 け るStannicllalidc
(S8⊃X4)め紫 外 吸 牧 ス ベ ク ト ル(433),
lfaaecyI:L&W.。 低 速 電 于 衝 突 に よ る 分 子 振 動 の
剌 撃(556).
Z.PhyB$93(1935).
-iratzcnsteinM.,分子 線 の 實 瞼 に.於け る...R'nikc"
の 研 究(?7A)・
:¥lichanowd..1...Vichanian.¥.1.u.UielepowB.S.,
人 工 的 放 射 能 性 に 關 す る 研 究(350)・
1lazelO触高 甥匡 儒懐 」二よ る 雪塾素…の 核 榑 換(400)・
SiicklinE・・ 李 面 格 子 法 に よ るA【K匡 醒 線 の 絶 封 的 ・
波 長 測 定(451,)・ 馬
JorclanP・・ 尭 のNeutrino蛻 に 就 τ ・(aw)
BauscLK・.亞鉛 畢 結 晶 に 於 け る"SchIebe区leiしung``
(4了9),
Intmar¥V.,二原 子 分 子 に 於 け る 位 置 ニ ネ ル ギ ー の
表 は し方(526)・
R'eissl:opfVり緒J'af=1i"cる散 亂 に 際 し て 電 干 の
1'olarisa[ian(:Nfl).




SchmellヒnmeyerI【.,Nn放電 に 於 げ る 共 喝 線 の 放 射
と鰯 封 光 度 軍 位 の 制 定(705)・
Z.Phyeik,94(19351,
'1'i
nunu.u,MeckR1有 機 分 子 め ラ マ ン 効 梟 研 究
(アttレ ン)の 振 動 構 造(1)・
.Hund肌,二 三 の イ オ ン 格 子 の 静 電s#ル ギ ー の 比
較(ロ)・
fa610nsl:iA.,Fatbstu6phosphorの光 ルiネsセ ン
ス の 機 構(sa冫 ・'
k躍eW.、 窒 棄;一 酸 化 炭 紫 及 び 永 素 の 分 子 ス ペ ク
ート ル1二於 け る ス タ ル ク効 果(72>
1:0sselW.,LceckV.u、VogesH.,結 晶 巾 に 發 生
せ る持 性X纏 の 方 向 配 布(139).
Z.Physik.Chem.CB),28(1935).
Sachsse11.u.SanhohmeE・,Sε馬 及Te㌦ の 赤 外
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化 學 熱 力 學,熱
化 雛 及 蓮 動.論
Chem.Rev.,16(1935).
Ry輝nr∈rgheP・V.,熱 力 學 的 量 ムF及 ム ㌦ の 正 確
な.る.諱辷義(29)・
Itpssellx【ghりr..,.,化學 熱 力 學 の 基 礎(:;)・
Compt.rend.,soy(i935)・
工static.R.,蒸發 の 潜 熟 と4:34Eie度(63).
PerreuJ・・ 璽 類 溶 液 の 測 熱 に 就 き(硫 酸 ソ ー ダ,硫 酸
マ グ ネ シ ウ ム,7}ζ等)(:i3)・
Swietoslsaskr'、、㌦ ごtZlotomski工・ 藕 射 線 の 吸 收 に
よ し發 生 し ナ=.る熱 の 測 定 法(㈹0).
J.Am.Ch∋m..睾oo,,57(]935)・
SeltzH。,固溶 體 の 黙 力 學 匸【1〕.1:m.ult法則 よ りの
・ 違 背(R91)・
Andg■suaC・T・S「 及 .Baの酸 化 物 の 砥 温 に 於 け る
熱 容 量.(429)・
AhlbergJ.E..3FreeA5.,結晶 に於 け ろ 比 熱 及 電 子
活 性(431)・
AhLber9∫・E・&ClarkC・W・ ・Gd窪(Ua)a・sti_oの
is-snoｰK..に於 け る熱 容 量(437)・
J.Chem.Phy臨,5(1935)・
('ro==.P.C.,硫黄 .化合 物 の 熱 力 學 的 性 質 〔1〕旺三S,
52及 びIi.,tiの解 雛(ass)・
Bruni[edJ・V.,Gibb5Potentialの建 義 に 就 て
(223).
J.chim.phys.,32(1935).
KeftlerL-J.R.ボ ン プ熱 量 計 に よn:有 機 櫓 質 の 燃
燒 熱 測 定 に 於 け る菊「諦 差 原 因 の 系 続 的 研 究(711).
」.Phys,Chem.,.39(1935)・
StommA.」 ・&LougLnaroughW・K・ ・ 木 材 膨 潤 の
熱 力 畢(121)・
lietHciL.」・P・,工 業 的 酸 素 を 使 用 す る 熱 叱 學 的 測
'qa
.二於 け る.誤差 の 原 囚(2τ ひ
Phil,Ma,.,1sQs35).
h'imballW.s.&tVygautx.C・9エ ン ト ロ ピ ー,
Strain及L;use-Einstein.の統 計 力 學(4tiU)・
Proo.Eoy,SOC.[A],1480935),
GuggenheimE.a.,正常 溶 液p続 訃 力 學(304】 ・
Blackmav.,・,赭晶 の 比 熱 の 理 論.〔Q格 子 読 携
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D:imsgalrclSrensenP」u・UnmackA・r永に 雌 溶 錘…ア
ミ ン(Tri-n・butylamin)の解 靉 恒 鼓 決 定 .(3S9).
Z.physik.Che田..〔ム〕,173.(IB3S,}.
CoLenE・u.ずaロLiqshoutA・&.W・a・polymorphe
Umman`恥119の逋 度 ・ 錫 ベ ス トの 薮 研 究 .(1)・
CohonE・u.・智anLiars【mtK・W・a・ ・ 錫 の 鈎 瑰 化
攣 的 研 究 ・灰 色 揚=自.色 鋤 ② 幕 移 温 度(32)・,
HrynakoankiK・u・tiimyしM・,三戒 分 系 晦pbth"lin・
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Umwandh旧ピ の 遽 度 〔ll〕.(6i)・.
Z・physik.Chem・〔B〕.28(18351).
1.IlnningsC.,會合 と分 子 分'看喚(zc7).
1界 面 化 學1
吸 管,觸 媒,摎 質,寓 眞x學 等
Ann.Physik,22(1935).
'lhmmanG・・陰 畝 壊 散 叉 は蒸 戯に 依.りτ 生 .成し た
金 屬 薄 膜 の構 造 【73冫
$chne.R.u.1,S6ncr1.【.,煤を 附 せ る.金魅 表面 の 眞空
中 に.於け る.氣髄 の放 出 く92)・
Chem.Rev.,IS(1934).
Herkm・nS…Egl・liL・1…泡 の物 理 化 學(:Gn).
Oo皿pt.Te旺己.,2〕0(1935).
ReggianiM.,超音 波 に よ り得 られ る金 思 コ 白 イ ドの
生 成 と安 定 度 に對 す る電 解 質 の影 響(.1?3).
CoumorJ・eiM昧eτG.,Alに俵 る(:uの 凝 固 に就
い て(125)・
」芯luetP.金屬 表 面 に よ る膠 買 の 吸 管 及 電 解 沈 澱 物
の構 造 に對 チ る其 影 響(23G)・
:¥ronA・,Niめ薄 箔 の磁 性(228>
DemouがnP,.活性 漾 素 友硅 酸 ゲル に よ る1一薀 氣 の
吸 收(a;_)・
CharrauA・CI.VnlctleV.ti.,.窺眞乳 濁 質 に對 す る
沃 化 ア ル カ リの 影 響(si:a).
Uuchcinin.E.,ゼヲチ ン.中に於 け.る邇 期 的沈 澱 に對




OuellefC.sRidcalE.h.,.光電 詩 歎 器 に 依 る吸 管
薄 膜 の 研 究1;(ユ50).
J.Chem.Soc.,gsss).
Whyllaw・Graq.R・・ 煙 に於 け.る凝 固 の過 程(3a8)・
J.chim.phys.,32(tｻ35).
Trillat1・r..乾燥 或 は 濕 潤 叙 中 に於 け るto7ア ン
膜 の透 過 度 め 研究(101)・
d"lvt6yA・結 晶 現 象 に 對 す る膠x物 質 の彰 響 及
綾 石戒 成 の 問1医(126)・
J,Phys,Chem.,39(.1935).
It+nじml【、v・1〕㌧&CalkiaJ・Ii.,灘素 に依 る苛 性
ソ.一ダの 吸 著.(1).
Itartelllら£・.罠1.lal・hG・B・,方鉛 毓 堀 齡 性
inf.
Linncr.E・1こ・&G匚 π[ncrR・A・.有 機 イヒ合 物 の 界 面
工 ネ ル ギ ー と 分'子.構造 〔IIl〕吸 管 能[二及r亅♂す 有 機
構 造 の 影 響(3δ),
C凱"ignamG.F..鹽吸 管 專 温 式 の 一 新 鰐 釋(u9)・
Kf5dじrti.S..シリ カ ・エ ロ ゲ ル に 於 け る熱 俳.:$度と
構 邉 と の 關 係(79)・
c醐yLC.RWi1IiauuJ・w・,木 材 へ の 分 一f擴 散
(8ア).
Buckmauti・J・・SchmitzH.&GOr[ncrR・A.,木 材
中 の 液 の 運 動 に 影 響 を及 ぼ す1珂予 め 研 究(ioa').
Stan…A・ 亅・&SeborgR・ ・M・,繊 維 素 及 木 林 上 の
adsorptinmmp:essim:(13S).
(:amenロA凸!こ・&P.evcrsalul鞠1.【噌 シ リ カ ゲ ル1二・依
る 臭 素 及 沃 簸 の 吸 收(169).
FeyersonL・H・&C且 匚nc田nA・E・,シ リ.ヵゲ ル 及 獣
炭 に 依 る ハ ロ ゲ ン の 吸 敢 《1出).
13kainG・W・S・gHcatliceHanecのテ イ キ ソ ト ロ ピ
ィ(?13).
BikcrmcnJ.J.,膜に 於 け る 漉 度 の 變 化 と電 無 滲 透 的
膜 電 位(n_{;j)・
¥lariin¥S'.M・.蛋自 貿 の 電 氣 蓮 動 蕊 的 性 質 〔IH〕硝
一f液界 面 に 於 げ る.グ リア ヂ ンの 吸 着 に 於 け る 電 氣
力 の 役 割("?49).
EgloflG・&】弛【恥 慌皿S・,乳 濁 質 とな れ る 汕 を脱 水'
す る 際 の 温 熱 赦 に 泡 立 ち 現 象(?ss).
Fi、horE・&SorumC.亘{・・Cr(OH)li.》〆.ルと[3uaon・
B5』oρ の 法 則(251・
PcarceJ,¥,&RecdG.E・,250及5〔1ｰCに 於 け
る 活 性 獣 炭 へ の 有 機 蒸 氣 の 吸 管 熱(?93)・
Konoi己.Beih.,41(lg55).
FischcrM・H・u・Ho・k邯¥LO・,観 喋 膠 質,其 理
筥 と慮 用 〔HI〕(Ov)・
1.lackey¥P.,ISohlranxh・WeberのuandernAenGreme
の 理 論 の 多 電 解 質 瀞 液 及膠 質溶 液 .に於 け る慮 用
(19i)・
Holtoid?Z,,70(1835)。
¥YilkeE.u.(;anserIL.溶液 中 の不 均 一系 觸 蝶 に
及 ぼ す電 波 の影 響(132)・-
eauliWO・II・1.1則n[hH・,.冶i度1二楠製 さ'.した酸 化 ゾ
械 几 の多 價 電 解 質 に 依 る電 荷變 穆(135).
Manegol"E"毛細 菅 系 〔XU1〕(3)均一 及 不 均 一
6ngclpackuneの構 漣 翠 位 .として の);^gclschraubc
一Y2d一
,物 理 化 学 の 進 歩Vol.9(1935)
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(蜘>
galaN."・Wana㎎b・sり吸 管・ 溶 解 度 及i麿媒 の性 .
・ 貿 との 問 の闘 係(159)・
¥Volarowil.cLM.p。覧1.'Pals[uiD.M.,分散 系 の 粘 度
とPJVt性(16の.
Gmsしillefx.,帖開 系 の 状 態 墾 化 〔lX〕(:id)・
Pa甜y鵬ki:,.瞹質澣 液 の粘 度 に及 ほ1す電 揚 の 影 響
〔1〕(1sq)・
F:mlinO.,LindauG.ロ.R6adiusR.,懸濁 鞍 子 の電.
烈 泳 動 的¥¥'amlc【urgsgcschwi【digkeiヒ測 定 の改 頁
法 と疎 水 ゾ ルの 電 荷 の 測 定 法(iss)・
1;rimzingexit.u.AsanlAH.,透析 及 び 雹 氣 透 析 翔
膜 と して の セu7ア ン と クプ ロ7ア ン(199)・
Ψ・Buchhol:J・,与ノン ー ゼ ラチ ン ー ゲル(_oo).
u・Dja【5chkowskyai。u.Linx'amkajaW.A.,蛩白
質 の膠 質 化學 的 加 水 分 解 〔且丿(202)・.
'1コulinんT馬 土 墺 膠 質 の 解 膠 分析(207).
z.・gclnmvcrN・,牛乳 及 孅 融 産物 の状 悪 難 椿
に チ ー ズの 瓦情 化 に 及 ぼ す ペ クチ ンの 作 用(xiり・
KLlhuW.u.linl3sG..テfキソ ト ロピiす るYn
の光 學 的 に現 は れ る.イi)i性(241)・
1くUhnW・U・Erd愚5G・・ 篇 眞像 に於 け る膠 質 化學 的.
T【♪P〔亅chOm…e的關 係(2151)・
Luye且h且rdH.U.Slillcr、V。,霧に對 す る呼 吸1颱 器
'の 禦動(257)・
¥lipamo[oS.,吸眷理 諭(276)・
U㎎ 缸 〔㍉ 高 度 聞密 物 質 のP且astomer.的研究 遽 〔口亅〕
度分 布 曲譲 の 蜜 見 と秤 償(?ii).
W。lnwrvil.chM.1いLSnm.riroK・L..分散 系 の 粘
度 と可 塑 性 〔H〕廻 樽 圓 筒の 方法 に.依る多 く.の捏
紛 の 可盟 的性 賃 の 研 究(280》.
Um3t5恥r}[.,帖稠 系 の状 態 讐 化 〔X〕律85)・
V・Bahr¢w・D・u.FColustLee'aA・・膠 質 牝 學 的 見 地
よ り見 た る石 膏 の 問;lt(2S8).
NsrwaniC.S..cUrwnntixh乳濁 液(D肝 油 の 安 定
な るchromalixh乳濁 液 生成 の 箕驗 的 技 術(2)
帖度 とliUti3Aカの 見地 よ り見 た る其 安 定 度 の理 論
(297)・
'1'raulxI門 臨 塁卜状 態 と三里績 性 耳旺論(302).
PtxchclinW.,limmaldinゾル 〔i〕ゾル の 化 學 白{,性
情,製 造 及び 性 買(306・
Lepcnthl<inW・、、'・期 生 威 中 の 化 尋…變 化.(;312)」.
笋okl】10、・S.J.u.DulilzknjnR.A.,ゼラチ ンに及 ぼ
すFじ 一A且 一Gr及 轆 の 作 川(a]4).




A・W・ ・ 水 に 不 溶 性 の 試 藥 を 川 ひ.乙淨 游 慢 鰻 の 槻
構 の 問 胝 試 験 藥 の 懸 濁 粒 チ へ の 吸 管 過 碾 に 於 け る
無 趣 常 の.役割(3芻)・
Nature,X35(tsas).
¥Vilsdanβ.H.,13cnncllD.G.iく.虚No亀監ngcM.E.,
細 孔 系 中 の 液 髏 膜 の 性 質(18G),
1:enne・」・polmiM・&S裡 ・ 聖丶 水 素 交 換 反 塵 へ
の 觸 喋 と し τ の 鹽 化 アnミ 呂 ウ ム`267).
PedersonK.0り 超 主藍、ひ分 離 に 侠 る 低 分 子 量 物 質 の
沈 陣 甼 衡 の 測 定(301).
Reroal亅.D.3CrowGwlD・.小 結 畆 の 密 度 測 定 に 逋
心 分 離 の 使 用(30.i)・
Franzini鬯1∵金 屬 を通 して の 叙 憾 の 彌 散(308) .
TaylurH・∫・&GotrlhaAcM.,冩 眞 乳 劑`15に於 け る
核 崩 壞 の 檢a,(3旧)
r『εしtur皿,63.,25(1935),
V・EineclccE・1膠質 が リ ウ ム(1;tl).
Phil,Dfag:,19(1935),
¥laddacAA・」・・ 酸 化 物 被 覆 の 陰 糊 に 於 げ る準 斯 放
散 及 活 性 度 變 化(422)...
Phys.Rev.47(1935).
llasrnR.G・水 銀 イ オ ン の 水 鍛 面 に 於 け るACCUII-D+
dadaロCodficicnl(sip}.
[:nFOrdL.H.,高速 の 永 鍛fオ ン に.依る 電 子 の 放 射
(2i9)・
GurneyR・W・.吸 着 暦 に 於 け る 電 魚 的 二 飛 厨 の 理 笛
(},p).
Hee,trav.,54Q935),
RruinsE.¥i.膨潤 壓 に 関 す る のBikorm跚 ロ の 鰻 設
(317).
Olicirrti,C.∫.,1.angenbeek及1:altes.の1エ ス テ ラ
ー ゼ の 模 型(322丿 。
.Trane.Far叡LSoo。,51(且955).
HeastockH.・恥t…i・mIithylSnlphatcゲル(446).
Aleais.R・B・&.EvaneU・R・・ 腐 触 の"磁 寧"〔627冫
Linlenl】LA,畿`、d"mN・lh.,1占」眼 と水 溶 液 問 の 電
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TammannG.u・.Rueclure:A.、迸L常 の 水 及 び 震 永 よh
の 氷 の 直 糠 的 糖 贔 速 度.(】2).
Z.ElektroeLem..4且(1325).
tFis'ch6ed:K.u.$alzerF'.,.韓移 跳 に 於 け る 金 屬 の 觸
媒 能 の 變 化(且v9)9
Stuz(ex.E・・.不均 一 系 繭 媒 反 懸 の 墓 薩 的 研 究 〔1〕炭
に 佐.る 「H5の.活性 化 鼓 着(198)・
Z,Physik,sa(teas),
Seelise:..RJu・SOlnmermeyerK.1陰棒 墺 散 の 理 論
(6・12)・
Z,physik.Clzem.(A),t72(1935).
口 冂dauG.u.P.hodinsR.,固液 界 面 に 於 け る 吸 著
輩 白 分 子.の物 理 往 學 朗 分 析(3?7)..
7.phyeik.ehem.〔A〕,i7季(19x5》・
=BerlE・.u・R'eingaertnerE..,攻着 相 の 状 璢iに就 で 〔1〕
活 性 炭 に佐 る メ タ ン,エSン 及 プ ロ'ぐ.ンの 收 膂 速
度(3昌)・
レ ヒ 學 動 力 學
Ann..Phyeik,.22(1935).1
tienfNehen.H.u.Vein¥V.,水素 原 子 の 分 一f{}結合 に
際 す る.反懸 緩 過 の 研 究(1)・
Compt、rehd.,200U955).
!110ndain・Mon了a口㌧・炭 化 水 .素と 空 氣 と の 混 合 物 の 爆
發 に 對 す る 濫 度 の 影 響(?32)・'
LetortDj.,徽量 酸 素 の 存 在 に 於 τ ア セ ト ア ル デ ヒ ド
蒸 鳳 の 熟 分 解 の 熱 力 學(312).
HenryL.,.Nの 一 酸 化 物 の 光 化 墨 的 分 解 及Nの 解 雄
の エ ネ が.ギ ー(6う6)・
RiLiudG.e[%aer馬r..,焔 の 温 度 の 計 算(665)・
Girec:etPudieド.,Chloroihudaロa【eめ熱 頒
(BiO).
31ununcH.CIillichcl・Lc・yA・,爆螢 物 め 壜 鳴 に 律
ム 光 の 起 囚(924)・
」.Am.Chem。Soo。}57(1935).'
C6apmana.1'...瓦斯 状 ク ロ ロ・ホ ル ム の 鹽 素 檜 感 光
化 學 酸 化(ate)
ChepmanA!馬 ク ロ ロ ホ ル 亠 の 過 酸 化(419)・
LyonsL.H.,Jr.&.DickinscロR.G.,潤伏CCI4の
光 酸 化.「(44露)・
M曲n。keH.E.&Noyc5w.A.,∫r..光 化 畢 的 研 究
〔XXI〕・(:emianeの吸as,スペ ク.卜.ル(4a8).
titeacie1`W,R.&McDonald.r..D.,天斯 状 沃fヒ
メチ ルの熱 分 解 の動 力 學 .(4SS).・
J,Chem.Phya3(1s35),
A'at+onll.73.,¥athan、V.ti.泣lau匚ieL.L.,ケ.ト.
ンの 酸 性 度 とpro[otrupiCchangeの機 構(1袖)・
RodebushIV.II・,化學 反 悪 の絶 對 速度(242)・
d.Chem.Soc.Qa35).
73ennetlG・.M・&Reyno1{1sFiM・,アル コ ー.ルの 臭
牝 水 素 酸 との 反 磨性 に 對 す る.構造.の變 化 の 影 響
(〉〉).
Ga珮eoW・,:.&pollir`1}へH・,.一酸 化 炭 素超 に對
す る水 素 の 接 觸 的 劾 果(1蝿)・ ・
<,「kliyW・A・爆 發 中 に於 け る焔 の蓮 動 と.イオ ン.化
電 流 との 相 互 鞨 係(1G〔b)..
KirkbyW,.A.,一酸 化炭 素 一酸 素 の爆 登 に於 け る イ
オ ン化 及轎 肘 め相 互 關 係(16う)・
6[・叫L・,彑 ・gh・・E・D・釦 ・g・IAC.v.,飽和
炭 素療 子 に於aる 置換 の機 檮(ni)サ ル フ オ 昌
ウム化 合 物 の 減 成 の動 力學.(&;d).
Hughes,:・D・&.IngokPC・K・1飽秘 炭 素 一r.に於 け
る置 換 の機 構 〔tc〕機 構,動 力 學,薀 度及 置 喚の
位 置 に對 す る.成分 及 溶 媒 の 影 響.に 關 す.る論 義
(24り・
AndesonK.U.&HammickD.L.,ニ トロ ソイ
ソプ ロビ ルア セ トンの 二 重 分 子 の 分 解 め.動力 學'
(30)一
FinchG・i.,水素 と酸 化 炭 素 との陰 趣 燧燒 〔32)・
AynslcyE・r.,1丿eaτ50nT・G・恥RoLinsnnP・L:,ilc
素 と硫 黄 との反 慝 の 動 力 學.(1〕266一踊09C及
?PO-820mmに於 け る反 慝.(5V)・
1{ugheeE.D.,鉋和 炭.嚢原 子 に於 け る置 襖の機 構
〔V〕ter軋甲鹽 化 プ チル の 加 水分 解C56)・
J.chi口.p6ys,,32(1935)・
$Ain4・T[vxenA.,ヒド卩 整 ノゾ溶 液 の 酸 化 〔1〕純 水
中 に於 け る及 ア ル カ リ水 酸 化 物 或 は ア ル カ リ土 類
水 酸 化 物2)存在 に於 け る.ヒドロ キ ノ ン穃 液(工ui)・
.T.Phy9.Clle/Q..39(1935).
.L
utenD.B・,反懸 速 度灘 定 にRxyleigh干渉 計 の 應
用(199)・
Ro1二erP,既液 棺 不 均 一系 反 應 に於 け る物理 絢並 に
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の 際 の 分 子 形 と反 應 機 構(a49).
Nature,135(1835).
E嘩創帥5H.∫..:邑5tewartK.,シラ シ 酸 化(397).
RilePII.L.&BSacdenH.E..炭素 の 反 感 性(.yn7)・
Na加rGp188,,23(阻9乙5),
tiuxnkiM,".1'olme・¥f.,光化 學 反 底 に 對 す る電 場
の 影 響(197)・'
Phil.IKag.,19(1933).
脱 ・.i縣、、∵ 高 渥 に 於 け 胡 司喋 的 憾 燒(909)
Phya,Rev,,41(1935》,
YullF・Eゆ 穏 密 な 氣 髏 中 に 追 ひ や れ る 電 子 に よ る
活 性 化 に 際 す る 手 均 運 動FRル ギ ー と 干 均 弄 ネ ル
ギ ー 淌 疲(30り ・
Proc.Roy.Soc.CA),iq8ps35),
船 岨R・,.・ 水 素 の 關 興 す る 反 裏 の 量 子 力 學 的 効 果
(蝴)・
Denl50飢、.h.&Richardsonv.W、 化 學 反 應 の 影
響 下 に 於 け る 雹 子 放 出 〔V〕 化 學 的 電 予 放ruと
ハ ゴ イ ドを 含 む 或 種 の 反 感 に 對 す る 應ni(533),
PacmanW・.Wu・dhearll)・W・&Titman1.L,壜 發
波.と衝 撃 波 〔u〕 起 發 藥 に よ つ て 包 る 衝 襲 波 と爆
擬 生 戒 物(ca)・
n'sns.Fe[a3,80c.,31(1935),
Gra∫.S.C.&¥lebilleH。W..PHrO2洗 合 物 の 爆
.獄 低 限 罫1二於 け る 不 活 性 天 斯 の 影(4i2)・
.B
且wnG・E・1・1・ro .に侠 るC【)の 酸 化(d41).
OggR・A・Jr・&PolwyiM.,自 由 均:干 に よ る 置1換.
及 ・R':ilAcn轄移 ・3i斯 腴 の 光 化 學 活 性tiecLuヒyl
lableの 分 解 及 ラ セ ミ化(i83')。




の 接 觸 的 分 解(81)・
BaukolobW・u.Du耐rR.,金 罵 酸 化 物 と 圃 態 炭 素
の 第 一 吹 反 感 〔IS9)・ 、.'
2.Elektrochem.,41ps3s),
)tartinH・Lし』覧eyerl・・C()2ヌ ド 曜よ05と グ ラ フ ァ
イ ト.tの第 一 次 反 應 の 機 構(】36)・
}:nckenA・・ 前 肥 論 交 に 就 τ(ldtl)・
¥lillyuuerJ..1:jadahlにょ る のCS;酸 化(ld9)'
JostW,,綜 説 言爆 壁 及 燃 燒 の 機 構(iss).
Zawa4s1dJ,u・lireL+znnjder`.Ana=1ち.,kl十C熈酵
型 の反 應 蓮 度 の 温 度 係 煢(21u).
JossW噌.糘娩=爆 鼓 及燃 燒 の機 構 〔1[)(232)」
Z.phy區山【.Chem。匚A〕,172(1935).
AbdE・ 聡・HilferclingK・・薩 酸,沃 葉,沃 化物 及 沃
素 イオ ン間 の 反 慮UI〕 ・ 沃 素 蓚酸 反 應 の(晴 黒)
反慮 動 力.學(9u:1)・
R'chcrK。g化學 的 活 惶 な る薩 酸 の 不 活 性 化 〔Il〕
(4L9).
Z・phyeil「。Chom・〔B〕,28(19351.
昇1呵an5E.,`ツヶ ル に よ る水 素 の觸 媒 反 感 に就 τ
で 〕 ニ ッ ケ ル表 面 に於 け るパ ラ水 素 の轗 移SS度 と
H.十r,.=HI)反慮 の蓮 度 との比 較(239)・
FajarwE,昌.ツケ ル に於hろ 水 素 の觸 媒 反 懸 に つ い
で 〔H〕牛 融 現 象 の 研 究(252)・
Gra㎞邯kyn.u.1lerold、、∵ 無 關 係 の瀋 壕 中 の ア ル
デ ヒ ドーア ル コ ー ル系 の尭 學 研 究(29の・
CiniallanunJ・:,.A・,{OU｢nFICipの反應 動 力 學 に
於 け る中 間 物 賛 の 定 常 濃 度 の 方 法 の邇 用 に對 ず る
二 三 の 意 見(311:5),
SchneiderE,.ハロゲ ンfオ ンに よ る液 體 の螢光 清
去 反 懸(aii7・
實籔 方法,装 置 無機化
學 ・金 相ξ匡・彡}1哲{ヒ鱗
Ber.Dtseh.chem.qes,ea(13'),
ド.GrusseA.,プロ ト ア ク チ ニ ウ ム の 製 法(307)・.
ticLxarzlしaAchenbacha.,過酸 化 窒 素.N馬 に 麗
T(3d3).
1.畳nimO.,A。▼.17(rvyseの報 夊=プnト ア ク チ 昌 ウ
ム の 製 法 に 闘 す る 二 三 の 注 意(薪8)・
Chem.Re▽.16(1933)...
HammerL・P・.反 應 癌 度 と指 示 嚢 酸 度.(67)・
.Rnsc仙hllnC・・ 分 析 化 學 に 於 け.る放 射 能 性 揃 示 藥
(99).・
Compt,ren3.,290(1935).
Guard.L・etChaud【nnG・・ 謂 の 構 遭 にaxき τ(12i)・
1)uboi.P.etRexkcrE..二三 の マ ン が ン 化 合 物 の
熱 分 解 及 腐 永 の 膨 張 計 に よ る 研 究 ・〔13】)・
、'allei,.,直穣 的 に 上 昇 す る温 度 に 於 け る 物 質 の 分
解 の 理 絵 的 研 究(815)・





』一-■ ■■ ■■ ■■ ■.」.
、
物 理 化 学 の 進 歩Vol.9(1935)
,
G? 交 献 集
蝉 《}【～
Tess{.nlr.,液慍 のllicrocathetom¢leT(蔓加)・
Lafftttcl,・elGr"ix)adaniP・・Pし の 醯 化 物 に 就 き て
(45c)・
M:TinescoN.etRcggianiM・,超音 波 に よ る 寫 眞 板
の 印 象(548)・
Vel]S・ 電 場 に 於 け る ゼ ヲ チ ンの 變 化(550,・
'1'h
ellierE・,弱磁 無 能$測 定 の 爲 の 感 應 装 置(736).
1■votB・,績翠 色 光 穣 の 濾 過 器(738).
Ilas/set∫.etDOKIeM,・超 加 壓.ド に 於 け る稍 驢 の
直 接fト成(7N》 ・
A田1ubertR,gOompte・Photonの感 度 に 就 き 【91S)・
」.㎞,Cbem.Soe.,57(19S5}.
CrmpbellA・N.趣Coひk肱 ∫・ 匸く・・ 硝簸 ス ト ロ ン チ
ウ ム の 過 趣 和 溶 液 よbの 沈 澱 の 研 究(387)・,
Wi【thiH,E..'ih・mpsonT・G..&U'tte・i,ackC・L
海 水 に 於 け る 同 位 元 素 水 の 分 布(400)・
且ヤuttonC:.R,MarsonS.1L&Un{erE・D。.水 加
ア ル ミナ の 研 究(407).
BrownA,S.&1[nc【nロesD`A..電 氣 満,じ畚去に 俵 る
Agqの 溶 解 度 決 定(・豚9)。
JolinstonH.L・,承水 素 の な い 水 の 製 法,垣 常 水 の
煎 水 素 含 イf瓧及 水 業 の 源 子 量,酸 素 同 位 元 素 の
究 解 分 離(484)・
J.Ghe阻.Phy6.,3(T955)・コ
YostD.M,Rtdeho"rL..N,&Shhoh瓢mK..Deu・
teron衝撃 に よbC及 びB・ よ りfkられ た放 射 性
元 素 の 化學 的鑑 定(133)・
GrubbA,CE&var1・qenveA.B.,活性 水 素(139)・
'LuhrO..水素 同位 元 紮混 合 物 中 の 三 原 子 イtン
(196)・
lk・wnW.G.&1).aggettA・Fり電 水 製 造装 置(216)・
」.Chom.SOO.,(1955).
恥we口E.∫。.水銀 燈 に對 す る濾 光 器(76)・
.
1trittonH.T.S.&DoddE・1'.弱酸 を含 む 錆 生成
の 物 理 化 學 的 研 究 〔Xll〕シ ヤ ン化 第 一 銅 及 シヤ
ン化 金 の 隠 鑰 イ才 ン(100)。
BeenettGlt&Yuil且」.L無 永 枸 櫞酸 の 結 晶 形
(130)・
B了iLtonILT..S、LseJarrettM.F..D..弱酸 を 含 む錯
生 戊 の 物 理 化 那 的 研究 〔1111〕マ ロ ン酸 と代 表 的 傘
馬 驩 藻i.との 反 懸.(158).
'」 .oh:m、phy8・1.52(1955)・
1}ol"yA・1膠贊溶 液の 徹 少 滲 透 壓 測 定 黌 置.(46),
7.Phys.Chem.,39(1935).
.
P.a'sshit工N・1種々 の 根 源 よh.の 水 の 轡 度 と 水 素 の
同 位 磁 の 比(so).
.K
onoid-Z●,.70(旦955)・
.La皿h・α,墺 散 の 原 理 に 従 へ る 瓦 斯 扱 收.漿蹤(Yi3)・
NStnte,135(1935),
Hil歴【【G陰E.,丶VulfO.R.,71end=kk8S.互;◆&Lid`ld
じ.,恥 ε1alionの形 を 檢 ぺ る爲 の 分 光 畢 的 方 法
(147).
du¥ouaL,,表 面 張 力 測aの 爲 の.kins法(a9了 〕・
llaridW・T.,焔 の 温 度(a;n)・
Phil.Mag.,is(lass),
¥lanlev∫.J.,幡密 分 銅 の 質 量 不 變 性 を確 め る 装 置
("43).
Wo面W.A・,低 温 匪 延a-brecsの 硬 度 及 格 于 歪
(219)・
1¥'alke.x.J.,核合 成 と星 の 輻 射(:591)・
ChalmesJ。.A.産Chalmeral3;,旗張 し つ 丶 あ る 宇
窟 ・ 一 具 解(4M18)・
Phye.Hev.,一〇7(ts35).
}lacl'heretln.x.u.,化學 分 析 の 磁 虱 光 學 法 の6ffｰk
(;tn)・
PhySik.Z.,36(1935),
Geismmm.H・ 檢 波 器 に 就 τ(13P)・
Proc.Hoy.Soc.CA),198{1955),
P.m.e¥¥'..1.:Parson.L./7.It.,tiapirnP.H.,cGrnrn
CUCL'.C・M・,石炭 の.化學 的 研 究 〔xnt〕・
リ ゲ 晶 ン ー ビ ー ト ー 石 炭 列 に 於Kる ペ ン ゼ,イ1'
構 造 の 戮 展(492)・
Reo6髄 ▼・嚠羽 〔1935)●
CoSeoF・li・Se閉 止 暦 電 池 に よ る 對 物 蟹 光 測 定 用
嬖 置(tss)・
サa皿Li¢①P【J.A,、1.urdeVricn則」・♂曳門A且 及AI一 》19
及 光 の 研 究(239).
HenrigmP6C.,{ヒ學 者 捫 の 双 搬 于 一 嶺1置(32了).
Eev.Sci.lnstr.,s(lass).
¥fロeverD.W,&BarしonH.A.,臼 然 に 見 出 され る
安 定 な 原 干(u9)・
HeodersnnJ.E,.Gosst¥LH..R'1:wc1.E鱒8:;nlく、'
迄 の 測 庭 に 回 磚 電 壓 計 の 使 川(U:{)・
HendesooJ.IE・・ 二 段;n,損散 ボ ン プ(GG)'
SmithH.、 トル ニ ン 調'pjf$#i_q'RR2(&1)・
魚me5r..13・&1:rauainR・R・ 兩 側xlil(R3)・
_22s一 ,







分 光 分 祈 のLngSecし 。r.法の 正 碗 度(49d)・
KnewlesE,G.&!・lartlnI..C・.沈澱 の 定 童 分 析 .に
LひgarithmlcS㏄いrの 使 用(SOL})・
ドairb;.otherF.&T囗ckJ.L,.共鳴 輻 射 の 生 成 に 對
す る ・・無 趣"金 屬 蒸 氣 燈(5'20)・
R「e(ly.T.&Kfir6syF・・大 氣 中 のKr.含 有 肚(547)、
095しonA.(弓.飩RrnwnJ.1㍉非 水 溶 液 の 電 位 差 計 的
滴 定 の ア ミ ノ酸 に 對 す.る.應用(う74)・
Z,anorg,Chem.1222(1s55)○
　
働 ・n・mW,・.W・lg9・ドr.SV.,Re分析化 學 へ の寄
與 〔π〕,Re牝合 物 の原 子債 の重 鼠 分 析 的 決 覚
(ろ6)・
1く【lrpat・;⊂ho「fS・ほ・Sヒr〔m?bur自A・・KCI・MgCI2の液;IX一
鹽 類 混 合 物 に 於 け る内 部 摩 擦 の關 係(79)・
deRL鶤瓢i・・s・P・u・D・etschJ・.彊光 スペ ク トルに よ り
證 明 し得 ろ鉛 藪 物 中の 元 素(107).
Bri■ltzin琴crILu.Ratannr:tCり水 に溶 解 せ る命 属
イォ ン.の構 造 浸組 織・ 金 屬 イ オ ンの 水 錯 物 及 水化
(113)・
KautskyIL"・11三rscliA・・ 燐 光 淌 滅 に よ る少 量 の
酸 素 め檢 出(126).
ScbenkP・E・U・PlatxH.・一 酸 化 蔚 黄 〔V〕一 酸 化
硫 黄 め分 離 及 び 分 子 の火 さ(1了7),
[{lattW・・液 態 弗fヒ水 紊 に於 け るア ル コ ホ ル と7エ
ノー ル溶 液 の物 理 化輿 的 擧 動(225).
KarauglanuvZ..沈識 現 象 の 機 構 〔XV豊〕・K.Mn蟻 を
含 むB酪0`の 研 究(?49)・
GrassmannK.n.]iohlmecerE.丿..1昆合 せ る44'k物
の 邇 元(257)・
11ui望idaileac,ルテ ニ ウ ム酸 ア ム モ 昌 ウ ム の 邂 元
(279)・
llringcrH.11」fhsanld正L.溶解 状 態 のC【 、.鎧 イ オ ン
(312).
Ilrin[pingerir.u,RatanantC..溶解 状 態 の 二 三 の
酸.素酸 イ オ ン(317)・
Z.Electrochem.,4量11935}.
HtinuJ.u.Jahriく.ド..傳 導 度 測 定 の 根 本 問 題,
(tam.).
R'cincTR..Feの存 在 に 於 け る7,nの電 解 分 析(蓋53)・
F'rehlichK・ｫ.,P1一:1a-ag合.一`GIこ對 す るII距0」
の 作 用 及 び 試 査 に 對 す る そ の 意 義(207)・
Jencke7E..硝子 類n組 威(211).
Z.Phyelk,93!,1935),
s_na[L`!H.[】.GolrmwI{..徽.鞭物 質 の 分 光 學 的 研
究 翔 の 強 光 度 放 電 菅(611).
Valcn[inerS・u.i3eCkerG・・lIeus:e:IJ9に 就 で
(699).
5cha/1'ern:cU[W・,光像 の 電 子像 へ の 變 換(764)・
V:ileniinerS.u・}ieckerG・,Vi・¥9u系1;就τ(iA5〕・
Z,phyaik.Chem.CA),172(IS35).
R・i〔・O,u.im・h・ ・TerK.r'.,生長 す 碓 物 盤 内 へ
の 重 水 素 の 收 容(369)・
,
1
し 一339
